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電8景 00開演(17:30開場) 中区葵三丁目21番 19号メニコンANNEX5F

エ

そ路後全自由用!乳000円
高機生以下 2,COO円

※未就学児童の入場はご遠慮下さい。

×状況によりお客様の安全なご参加が難しいと判断した場合、

直前の公演中止等の可能性があります。

◎ご来場のお客様へ新型コロナウィルス(COVID19)の
感染拡大防止ご協力をお願いさせて頂きます。
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■名古屋市文化振興事業団チケットガイド/HL 052‐249‐9387平口9:∞～17嗣
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I ViOlin/平光真3妬  Shinya Hiramttsu

a
愛知県立芸術大学音楽学部卒業。2005年、同大学人学院音楽研究科修

了=中村桃子賞受賞.ウ ァイオリンを青山奈宏、大Å保ナオミ、偏木

泰之、Ewald Dancl、 岡山芳子の各氏に師事し指揮を紙谷一術氏に師事。

第 11回 日本クラシック音楽コンクール第 3位.第 l FI宗次ホール弦

楽四重奏コンクール第 1位。併せて、聴衆賞、オーナー賞も獲得。2007

年、2010年及び 2012年小淵沢室内楽セ ミナーにて最優秀カルテット

として「緑の風 音楽賞」受賞。2012年 には講削i特別賞も同時受賞.

これまで、ブラハ放送交響楽団等ソリストとして多数のオーケストラ

と共演こ2000年 ～ウィーン岐阜管弦楽団コンサートマスター、2004年

～2021年愛知室内オーケストラコンサートマスター、2022年 ～中部

フィルハーモニー交響楽団常任客演コンサー トマスター.他、神戸室

内合奏団など客演コンサー トマスターを務める。その他、フロ、室内

楽の分野でも中部地方を中心に積極的に演奏活動を行ってお り、クラ

シック音楽を親しみやすくより身近に感じてもらうために、サロンコ

ンサートを精力的に行い地域に根ぎした音楽活動を展開している。愛

知県立芸術大学非常勤講師。平成 29年度愛知県芸術文化選奨新人賞

受賞。
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I Piano/婁薪看 Maki

日ITOMIホール
g古屋市中区葵三丁目 21醤 19号
メニコンANNEX5F
ANNEX事 務局  TELi052-935-0918

http:〃 www.annex.menicon.co.jp

守小し/負気enicon ,・ 1

ACCESS    ANNEX
●JR「千種J駅地下去c■ |し□ん画、5吾出□より徒歩4ら

●地下千年東山線「千種J駅 5番出□より徒歩4ら

●地下干千桜通線「尊道J駅4番出□より徒歩7分

国立愛知教育大学教育学部教員養成課程卒業。卒業演奏会出演。同大学院に進

学。翌年、ワルシャワ春季ピアノセ ミナーにて故 R・ スメンジャンカ氏に師事

したのを機に大学院を中退、渡波。ポーランド国立ショパン音楽院(現ショパン

音楽大学)研究科に4年半在籍し、 J。 ロマニウク(ネ 耳ガウス系統 )、 R・ サン

ジネス(レ シェティツキ系統)両氏に師事。単位満期取得後、渡独。ドイツ州立シ

ュトゥットガル ト音楽造形大学ビアノ専攻マスター課程を修了。同年デュッセ

ル ドルフに移 り、ゲオルク・F。 シェンク氏に手ほどきを受け、ドイツ州立口べ

ル トシューマン音楽大学 伴奏及びピアノ室内楽専攻に入学。 1年次に DAAD

ドイツ学術交流会から奨学金を授与し、伴奏・室内楽と共に近代現代音楽にも知

見を広げ、研鑽。最優秀の成績で卒業。約 9年の留学を終え、帰国。近況はソロ

活動に加え、コンサー ト・コンクール・発表会において、フリストとの響調和 ,

発音にこだわった伴奏に努めている。
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